
図 1. Agilent 8900 ICP-QQQ のタンデム MS（MS/MS）構成 
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トリプル四重極 ICP-MS の 10 年、 
学習リソース、レーザーチューニングの
ヒント
本号の Agilent ICP-MS ジャーナルでは、レーザーアブレーション ICP-MS の最適化に
関して専門家ユーザーからチューニングのヒントをご紹介いただきます。また、Agilent 
University ラーニングパスで利用可能な Agilent ICP-MS の学習リソースについても紹
介します。

世界初のトリプル四重極 ICP-MS である Agilent 8800 が、2012 年にアリゾナ州ツーソ
ンで開催された Winter Conference で発表されてから 10 年が経ちます。これに関連す
る今後のアクティビティとリソースについてお伝えします。現在に至るまで、数十のアプリ
ケーションノートや何百ものジャーナル記事が公開されており、その数は、ICP-QQQ の性
能の向上から恩恵を受けたアプリケーションと業界がいかに幅広いかを物語っています。

また別の記事では、ICP-QQQ を用いて要求の厳しいアプリケーションに対処可能なタン
デム MS（MS/MS）モードの操作原理について解説します。
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レーザーアブレーション ICP-MS（LA-ICP-MS）の 
チューニング条件を最適化するヒントとコツ 
Contribution from Bundoora Research Centre, Rio Tinto; University of Tasmania (CODES); Adelaide Microscopy Unit, 
Adelaide University; Queensland University of Technology; and Macquarie University, Australia

LA-ICP-MS の性能の最適化
ICP-MS システムは通常、高感度と優れたマトリックス耐性のバランスが
取れるように最適化されています。液体サンプルの分析の場合、感度は
チューニング溶液中の複数の元素をモニタリングし、マトリックス耐性は
プラズマのロバスト性（CeO+/Ce+）比を使用して測定されます。Ce は金
属酸化物結合が強いため、このチェックに用いられます。CeO/Ce 比が
低いと、プラズマが CeO を解離するのに必要な高いエネルギーを持って
いることを示しています。

LA-ICP-MS では、溶媒がないためにプラズマ温度が高くならざるを得
ませんが、感度とプラズマのロバスト性も重要です。LA-ICP-MS の最適
化は通常、NIST 61x Glass Standard Reference Materials（SRM）
の微量元素を使用して行われます。SRM は、NIST 610 では～ 450 
ppm、NIST 612 では～ 40 ppm、NIST 616 では ppm 以下のレベル
の濃度で 61 種類の元素が添加された一連のガラスビーズで構成されま
す。NIST 610 および 612 は、LA-ICP-MS ラボでのチューニングとキャ
リブレーションに一般的に使用されます。 

NIST 610 および 612 には、感度の最適化に適した多くの元素が含まれ
ていますが、SRM にはすべての希土類元素（REE）が含まれています。
したがって、溶液モードで酸化物比をモニタリングするために使用される 
CeO イオン（質量数 156）は、156Gd（および 156Dy）からのオーバーラッ
プのため、LA-ICP-MS には使用できません。LA-ICP-MS では、ThO+/
Th+ 比がプラズマのロバスト性をモニタリングするのに用いられます。

システムのガスラインがしばらくの間ベントされたままになっていると空
気が蓄積するため、装置を最初に起動したときに ThO+/Th+ 比が高くな
ることが頻繁に起こります。この影響は、装置全体でガスをパージするこ
とで減らすことができます。

LA-ICP-MS ユーザーは、プラズマ動作の有用な指標である U/Th 比も
確認します。NIST ガラスには Th と U がほぼ等しい濃度で含まれていま
す。例えば、NIST 612 の認証値は Th が 37.79 ±0.08 mg/kg（ppm）、
U が 37.38 ±0.08 mg/kg です。どちらの元素も、一次同位体である 
Th-232（100 %）と U-238（99.27 %）でアバンダンスはほぼ 100 % で
あり、どちらも第 1 イオン化ポテンシャル（IP）が低いため、ほぼ 100 % 
イオン化されています。したがって、U/Th 信号比は 1 となるはずです。

表 1. トリウムとウランの性質

元素 質量 第1 IP 融点（℃） 酸化物結合の解離エネルギー（eV）

トリウム 232 6.31 1750 9

ウラン 238 6.19 1132 7.8

図 1. NIST 612 ガラスの LA チューニングライン。 
画像提供：Maxwell Morrisette、CODES Analytical Laboratories、 
オーストラリア、タスマニア大学

LA-ICP-MS で測定された NIST 61x の U/Th 比が 1 から大幅にずれて
いる場合は通常、トーチを通るガスの流れが十分に最適化されていない
ことを示しています。キャリアガスのフローには、アブレーションチャン
バーを通るヘリウムフローと、チャンバーの後で付加されるアルゴンメイ
クアップフローが含まれます。これらのフローの合計が大きすぎる場合、
U と Th の間のイオン化および酸化物結合解離エネルギーの差により、
U/Th 比が 1 より大きくなります。ガス流量が多いとプラズマの有効温度
が低下するため、Th のイオン化が U に比べて不十分となり、未解離の
酸化物イオンとして残る Th が多くなります。U/Th 比が 1 になるように、
キャリアガスの流量を減らして調整します。

注：U は Th よりも揮発性が高いため、U と Th の相対的信号は、プラズ
マ条件だけでなくレーザー条件の影響も受けます。 
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図 2. インタラクティブな Agilent ICP-QQQ オンライン参考文献集

これらの文献の対象範囲は幅広い業界とサンプルタイプをカバーしてい
ます。ライフサイエンス、臨床研究、医薬品などの研究分野における Si、
P、S などの「困難な」分析対象物に関連するアプリケーションに焦点を
当てた論文が多くあります。ただし ICP-QQQ は、半導体、材料、地球化
学、核、食品、および環境分析など、他にも多くの分野で使用されていま
す。最新の ICP-QQQ の参考文献集（2022 年にリリース予定）には、現
在 1700 を超える引用が含まれています。

トリプル四重極 ICP-MS の 10 年を振り返って： 
技術の変革と性能の再定義
Ed McCurdy, Agilent Technologies, Inc.

ICP-QQQ 開発の背景
シングル四重極 ICP-MS は非常に強力な技術であり、優れた検出下限と
広いダイナミックレンジで、高速な多元素分析を行うことができます。日
常のアプリケーションで用いる技法の中でも最も顕著な制約となるマト
リックス耐性とスペクトルのオーバーラップは、2010 年には大幅に解消
されました。その頃までには、エアロゾル希釈技術により、% レベルの溶
解固形分を含むサンプルを日常的に分析できるようになり、一方でヘリウ
ム（He）モードのコリジョン/リアクションセル（CRC）が一般的な多原
子イオンに対応するようになり、精度が向上しました。

ただし、効果的な He セルモードを使用した場合でも、一部のスペクトル
干渉が、要求の厳しいアプリケーションの性能に影響を与えることがあり
ました。問題となる干渉には、多原子イオンからの強いバックグラウンド、
同重体オーバーラップ、二価イオン干渉、およびピークテールオーバーラッ
プなどがありました。 

これらの干渉の一部は、シングル四重極 ICP-MS の CRC で反応性セル
ガスを使用すれば理論的には対処することが可能でした。しかし、反応
化学の完全な制御ができる装置はありません。反応性セルガスを使用し
た CRC メソッドの可能性を最大限に引き出すには、ICP-MS の新しい構
成が必要とされていました。

2012 年の Agilent ICP-QQQ 発売時のインパクト
Agilent 8800 トリプル四重極 ICP-MS（ICP-QQQ）は、2012 年にアリゾ
ナ州ツーソンで開催された Winter Conference プラズマ分光化学学会
で発表されました。Agilent 8800 は好評を博し、権威ある業界賞を複数
獲得しました。例えば、IBO 2012 Product of the Show、Outstanding 
New Scientific Instrument Product of 2012、SelectScience Best 
New Spectroscopy Product of 2012、R&D 100 2013 Analytical 
Instruments award などを受賞しました。

この新製品は、ICP-MS ユーザーやより幅広い分析コミュニティからも大
きな関心を集め、要求の厳しいアプリケーションにおける性能向上の可
能性が直ちに明らかとなりました。メソッドの公開も 

すぐに始まり、アジレントの ICP-QQQ アプリケーションハンドブック第 1 
版が 2013 年に発行されました。定期的に改訂版が出され、第 5 版が 
2022 年後半にリリースされる予定です。

図 1. 2022 年に発行予定の ICP-QQQ アプリケーションハンドブック第 5 版

ユーザーによる出版物もすぐに登場し始め、アジレントは 2017 年以降、
Agilent 8800 または 8900 ICP-QQQ を使用した出版物のオンライン参
考文献集の管理を行っています。 

https://www.agilent.com/cs/library/applications/appcompendium_icp-qqq-5991-2802en-us-agilent.pdf
https://www.agilent.com/en/products/icp-ms/icp-ms-systems/8900-triple-quadrupole-icp-ms/ICP-QQQ-Bibliography
https://www.agilent.com/en/products/icp-ms/icp-ms-systems/8900-triple-quadrupole-icp-ms/ICP-QQQ-Bibliography


タンデム質量分析計の原理
タンデム質量分析（MS/MS）は、有機質量分析でよく知られ、広く用い
られている手法であり、有機分子の構造を研究するために使用されてい
ます。さまざまな種類の MS/MS 構成が存在しますが、そのうちトリプル
四重極 MS（ICP-QQQ、または TQ）が ICP-MS に最も関連があります。
有機 QQQ MS では、第 1 のアナライザである四重極 Q1 が、対象のプリ
カーサイオンの質量を選別し、通過してフラグメンテーション用のコリジョ
ンセルに到達します。得られたフラグメントは、2 番目の質量分析計 Q2
（四重極がセルでも使用されている場合は Q3）によって選別され、検出
器に渡されます。

ICP-MS は元素イオンを測定するため、分析対象イオンはフラグメント化
されません。代わりに、ICP-MS/MS のセルは通常、反応性ガスで満た
され、分析の目的は、スペクトルのオーバーラップがあればそこからプリ
カーサイオンを分離することです。 
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ICP-QQQ における MS/MS の操作： 
2012 年以降の ICP-MS リアクションモード性能の再定義 
Ed McCurdy and Glenn Woods, Agilent Technologies, Inc.

ICP-MS/MS の原理は、プリカーサ（分析対象物）イオンと任意のオン
マス干渉イオンの反応性の違いに基づいており、使用するリアクションガ
スはアプリケーションによって異なります。

ICP-MS/MS の動作モード
図 1 に、ICP-MS/MS の動作モードを示します。

1. オンマスモード測定：分析対象のプリカーサイオンはセルガスと反応
しないため、元の質量のままです。分析対象の質量と重なる干渉イオ
ンは反応するため、中性化されるかまたは質量が変わります。

2. マスシフト測定：分析対象のプリカーサイオンは反応するため、新し
いプロダクトイオン質量に変化します。

 干渉イオンは反応しないため、元の質量のままです。Q2 は分析対
象物のプロダクトイオン質量に設定されるため、オリジナルとのオー
バーラップは回避されます。

MS/MS  
マスシフト 
測定により 
干渉を回避

図 1. ICP-MS/MS の動作モード。上の図：オンマスモード測定。分析対象物は非反応性であり、元の質量のままです。干渉イオンは反応して、中性化されるか、別の質量に 
移動します。Q2 は元の分析対象物の質量に設定されているため、干渉プロダクトイオンはリジェクトされます。下の図：マスシフト測定。分析対象イオンは反応性があり、 
異なる質量で反応プロダクトイオンを形成し、元のオンマスオーバーラップが回避されます。

MS/MS  
オンマスモード 
測定により 
干渉を除去
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反応性セルガスは、シングル四重極またはバンドパス ICP-MS で使用で
きます。ただし、Q1 マスフィルタがないと、オフマスイオンがセルに侵入
するおそれがあり、予測できない化学反応によって、新しいプロダクトイ
オンのオーバーラップが発生する可能性があります。ICP-MS/MS では、
二重のマスセレクションを使用してリアクションセルのプロセスが制御さ
れるため、複雑で多様なサンプルでも信頼性の高い一貫したリアクション
モードの結果が得られます。

すべての ICP-MS には、優れた基礎性能が求められます。すなわち、ロ
バストなプラズマ、質量範囲全体にわたる高い感度、およびヘリウムコリ
ジョンモードによる多原子干渉の優れた制御などです。しかし MS/MS 
を用いれば、反応性セルガスを確実に使用できるようになり、ICP-MS の
新しい可能性が開かれます。MS/MS リアクションガスメソッドは、多原
子干渉を除去し、以前は ICP-MS では困難だった Si、P、S などの元素
を含む多くの分析対象物の検出下限を向上させることができます。ICP-
MS/MS は、同重体オーバーラップ、二価イオンオーバーラップ、ピーク
テールオーバーラップなど、他のタイプのスペクトルオーバーラップにも
対応できます。これらはすべて、従来の ICP-MS では対応が困難です。 

ICP-MS/MS の性能  
図 2 に MS/MS のオンマスモード測定の例を示します。このメソッドで
は、NH3 リアクションガスを使用して Pb-204 との Hg-204 同重体オー
バーラップを解消し、微量の Pb 同位体をオーバーラップなしで測定でき
るようにします。Pb-204 同位体は、地質年代学における一部の Pb 同位
体比測定で必要となります。同重体のオーバーラップの解消は、ICP-MS 
ユーザーにとって極めて有用であり、地球化学、原子力科学、および環
境モニタリングにおける数多くの新しいアプリケーションを可能にします。

図 3 は、MS/MS マスシフトメソッドを示しています。ここでは、O2 セル
ガスを使用して硫黄を低濃度で測定しました。O2 リアクションガスは S+ 
分析対象イオンを SO+ プロダクトイオン（32S+  32S16O+）に変換するた
め、S の主要な同位体は m/z 48 で測定されます。MS/MS では、質量 
48 の既存のイオン（48Ca+、48Ti+、36Ar12C+ など）が Q1 によってリジェ
クトされるため、SO+ プロダクトイオンとオーバーラップすることはありま
せん。

結論
10 年前のトリプル四重極 ICP-MS の開発により、ICP-MS の能力が劇的
に拡大しました。アジレントの ICP-MS/MS メソッドは、ICP-MS ユーザー
に刺激的な新しいアプリケーションの可能性を数多くもたらしました。

詳細情報
Handbook of ICP-QQQ Applications using the Agilent 8800 and 
8900, Agilent publication, 5991-2802EN

図 2. 上の図：シングル四重極 ICP-MS。Pb-204 が Hg-204 とオーバーラップ
しています。下の図：ICP-MS/MS。Hg 信号が、NH3 セルガスとの電荷移動 
反応によって中性化されています。Pb-204 はオンマスモードで測定されます。

図 3.上の図：シングル四重極 ICP-MS。バックグラウンドが強いため、 
S の分析は困難です。SO+ プロダクトイオン質量に既存のイオンがあるため、 
O2 リアクションモードはうまく機能しません。下の図：ICP-MS/MS。  
O2 リアクションガスは低レベル S 分析にうまく利用されています。
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https://www.agilent.com/cs/library/applications/appcompendium_icp-qqq-5991-2802en-us-agilent.pdf


図 1. Agilent University のシングル四重極 ICP-MS 用のセルフペース 
学習モジュール

Agilent University に登録してコースにアクセス 
コースのアクセスには通常、トレーニングクレジットを購入する必要が
あります。コースクレジットは個別に購入することもできます。あるい
は、すべての製品ラインのコンテンツに無制限にアクセスできる Agilent 
University ePass を使用すれば費用の節約になります。Agilent 
University の ePass には、3 か月（600 トレーニングクレジット）およ
び 1 年（1200 トレーニングクレジット）のオプションがあります。トレー
ニングクレジットコンバーターを使用すれば、お客様の所在地に基づいて
クレジットのコストを見積もることができます。（一部の地域のみ対応）学
習モジュールは、ラップトップ、デスクトップ、またはタブレットの画面で
最適に表示されます。モバイルデバイスはお勧めしません。コースの登録
と閲覧については、セルフペースの参加者ガイドをご覧ください。 

注：Agilent.com のアカウントをすでにお持ちの場合でも、トレーニング
コースに登録するには、Agilent University 用に別途アカウントを作成す
る必要があります。 

日本でのトレーニングコースについては、ホームページをご覧ください。

Agilent University のホームページ

6

Agilent University における Agilent ICP-MS および ICP-QQQ の
ラーニングパス
Alan Lynch and Jandee Kahl, Agilent Technologies, Inc.

自分のペースで進められる Agilent ICP-MS の 
オンライン学習
Agilent ICP-MS システムの性能を最大限に発揮させる方法をご紹介
します。シングル四重極（7800、7850、7900）およびトリプル四重極
（8800、8900）を対象とした Agilent University の Agilent ICP-MS 
システム用ラーニングパスをご利用ください。完全に自分のペースで学習
を進められます。コースの内容は、ICP-MS MassHunter のバージョン 
4.6 までか、それ以降のバージョン 5.1 を使用している初心者から中級レ
ベルの分析技術者に適しています。

シングルおよびトリプル四重極 ICP-MS システム用の学習パスでは、論
理的に順序立てて重要な情報が提供されるように、オンライン学習が組
み立てられています。モジュールには、ICP-MS の基本原理の紹介や装
置の各部分の機能の説明、一般的なソフトウェア操作の実例が含まれて
います。 

バッチの作成、最適化、データ処理とレビュー、さらにメンテナンスとトラ
ブルシューティングについて学習します。装置の前に座って自分のペース
でコースを進められるので、学習内容の定着率を最大化できます。分析
ソフトウェアを習得し、高度な機能を使用してサンプルスループットを向
上させることにより、ラボの生産性が向上します。 

自分のペースで進められるオンラインコースは、学習環境をより細かく管
理したい人にとっては、最も柔軟で便利なトレーニングの仕方です。1 つ
の e-Learning モジュールを完了するための平均時間は 20 分で、大半
のコースには理解度チェックが含まれています。各コースは、購入後すぐ
にまたは後から数日にわたって、お客様のスケジュールに最も合うような
形で受講を進めることができます。ICP-MS に関する知識を広げて、キャ
リアアップを図るとともに、ラボの将来のニーズに最適な学習コースを設
計できるよう、ぜひ上司の方とご検討ください。 
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https://explore.agilent.com/agilent-training-credits
https://inter.viewcentral.com/events/cust/catalog_detail.aspx?cid=agilent&pid=1&lid=1&event_id=1324
https://www.agilent.com/ja-jp/agilent-university-training-credits-currency-converter
https://www.agilent.com/ja-jp/agilent-university-training-credits-currency-converter
https://admin.viewcentral.com/events/uploads/agilent/SelfpacedSystemRequirements.pdf
https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1005849
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Agilent Cool Clear：ICP-MS の冷却回路を保護する冷却液
Gareth Pearson, Agilent Technologies, Inc.

質量分析計の冷却回路で適切な流体を使用することの 
重要性
最適な装置性能を確保し、計画外のダウンタイムを回避するには、分光
計の冷却器または熱交換器で目的に合わせてブレンドされた冷却液を使
用する必要があります。既製の冷却液、水道水、また脱イオン水には、最
適な冷却回路性能に必要な腐食防止剤などの化学物質が含まれていま
せん。適切なレベルの腐食防止化学物質が適切に配合されていないと、
腐食が起こったり、冷却水回路に堆積物が蓄積したりするおそれがありま
す。これらの堆積物は冷却効率の低下や閉塞につながることもあり、計
画外のダウンタイムを引き起こします。

冷却液の比較 
Agilent Cool Clear を、腐食防止剤を含まない未承認の冷却液と比較
しました。図 2（左）は、他社製の冷却液を使用してから 2 か月後の 
Agilent ICP-MS の冷却水マニホールドです。冷却水中に Cu と Zn の
腐食生成物が確認され、マニホールドの内面に堆積物が見られます。図 
2（右）は、Agilent Cool Clear を 3.5 か月使用した後のマニホールド
を示しています。冷却水マニホールドの内面に腐食の兆候は見られず、
Cool Clear に優れた保護作用があることがわかります。 
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図 1. Agilent Cool Clear 冷却液、部品番号 5799-0037。パックは 2 ガロンの 
冷却液入りで、分光計の冷却回路を保護するための高純度の水と浄化剤を組み 
合わせた腐食防止剤が含まれています。 

図 2. 冷却回路でさまざまな種類の流体を使用して数か月間運転した後の ICP-MS 
冷却水マニホールド。左：非承認の冷却液を 2 か月使用した後。右：Agilent Cool 
Clear を 3.5 か月使用した後。

ICP-MS の冷却液は 1 年に 1 回の交換をお勧めします。アジレントの
サービスエンジニアが、装置の点検サービスの一環として冷却液を交換
します。

詳しくはこちら：アジレント テクニカルノート、5994-4576EN

https://www.agilent.com/cs/library/technicaloverviews/public/technicaloverview-cool-clear-5994-4576en-agilent.pdf


ICP-MS の可能性を最大限に引き出していますか？このオンデマンドウェビナーでは、
Agilent ICP-MS スペシャリストによる役立つヒントやコツをご紹介します。

適切な情報を適切なタイミングで入手できれば、ラボの生産性を向上させることができます。アジレントは
ユーザーからのフィードバックに基づいて、直感的で強力なソフトウェア、多岐にわたる Easy-fit 消耗品、そ
してアジレント ICP-MS の操作をシンプルにする包括的な分析ワークフローを開発しました。 

この 1 時間のウェビナーでは、アジレントのスペシャリストが ICP-MS アプリケーションの実行や装置の保
守を容易にするための情報を提供します。 

• Agilent Easy-fit 消耗品でワークフローを簡素化する方法を紹介します。 
• サンプルタイプに合わせて ICP-MS 構成を最適化するのに役立つ選択ツールについて説明します。 
• ICP-MS MassHunter ソフトウェアの機能について理解を深められます。 
• ICP-MS ワークフローを簡素化するソフトウェアツールと時間節約のヒントを紹介します。

発表者：Gareth Pearson（ICP-MS 消耗品製品マネージャー）、Glenn Woods（ICP-MS MassHunter 
製品マネージャー）、James Dellis（消耗品製品開発の R&D アプリケーションケミスト）

SeparationScience 主催の録画ウェビナーへのリンク：  
Knowing How to Make ICP-MS Easier（sepscience.com）

 
最新の Agilent ICP-MS 関連資料
• アプリケーションノート：ICP-MS Analysis of Trace and Major Elements in Drinking Water 

According to US EPA Method 200.8, 5994-4744EN

• アプリケーションノート：ICP-MS および Agilent Mass Profiler Professional ソフトウェアによる 
茶の原産地の真正性判定, 5994-4583JAJP

• アプリケーションノート：ICP-MS と超高マトリックス導入および ディスクリートサンプリングを用いた  
無希釈海水の分析, 5994-4467JAJP

• アプリケーションノート：Evaluation of the Elemental Content of a Single Cell using Fast Time-
Resolved Analysis (TRA) ICP-MS, 5994-4460EN

• アプリケーションノート：Analysis of Platinum Group Elements (PGEs), Silver, and Gold in 
Roadside Dust using Triple Quadrupole ICP-MS, 5991-6768EN

• 技術概要：The ICP-MS Vacuum Interface, 5994-4695EN

• 技術概要（更新版）：Agilent I-AS Clean Autosampler, 5988-2992EN

ホームページ
www.agilent.com/chem/jp

カストマコンタクトセンタ
0120-477-111 
email_japan@agilent.com
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https://webinar.sepscience.com/form/knowing-how-to-make-icp-ms-easier?utm_campaign=Agilent%20Technologies&utm_medium=email&_hsenc=p2ANqtz-9aRV-zFxR3_Y-wyKhH3CIQpdvy4M98jMLy3xot5fefYeDwRFiT7vimXvMTohwfd4edW61B9WZx4jm5tnNkLJbNcB8XJAvvwPT0FwERB2sXb6duZTY&_hsmi=208610152&utm_content=208610152&utm_source=hs_email&hsCtaTracking=4feabeba-57cc-48af-a4f3-77a8339f6ade%7C023c12bb-f5ba-4f4d-9cc5-624441b60f71
https://www.agilent.com/cs/library/applications/application-epa200-8-7850-icp-ms-5994-4744en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/applications/application-tea-icp-ms-7850-5994-4583ja-jp-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/applications/application-seawater-icp-ms-7850-5994-4467ja-jp-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/applications/application-single-cell-8900-ICP-QQQ-5994-4460en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/applications/application-pges-road-dust-8900-icp-qqq-5991-6768en-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/flyers/public/flyer-interface-cones-icp-ms-5994-4695EN-agilent.pdf
https://www.agilent.com/cs/library/flyers/public/5988-2992EN.pdf

